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Summary 
Amino“carbonyl reactions have been known to be rεsponsible for the "browning" of 
Miso. 
Cysteine was found to have an inhibitory effect on the amino幽carbonylreaction between 
3”deoxyglucosone and glycine. Cysteine also inhibit巴dthe reaction of 3”deoxygl ucosone 
with 2-thiobarbituric acid. 
Cysteine (39 mg in 100 g ofMiso) considerably prevented Miso from “brmヘrning"though 





















2) 3-D…G の2－チオパルピツー ノレ酸（TBA）による発色について
3-D-G j容液の 1～5mlにTBA溶液 （0.7296TBA 溶液と2M；燐酸溶液を等量混合した溶液）





Tab. lに沿いて No.l ;Jコ、よび 2は3-D-G溶液にグリシンを添加し，さらに CySHを加えた
Table I. Effoct of Cysteine on the Browning b;itwecn 3-Deoxyglucosone and Glycine. 
2 3 4 
3-D-G (ml) 3 3 3 3 
Glycine (mg) 15.0 15.0 
Cysteine (mg) 31.5 31.5 
Eま20(ml) 0.8 1.0 0.8 1.0 
lNNaOH (ml) 0.2 0.2 
Bu汀er(pH 7) 1.0 1.0 1.0 1.0 
Color yellow dark brown yellow brown 
0. D. (400 mμ.) 0.680 1.982 0.510 1.360 
Final concentration of 3-D-G, glycine and cysteine were 0.04 M, respectively. 
Measurements were carried out after 7 hours' heating at 96°C. P狂 waskept at 7. 
ものと加えて主い場合の試料であって，これらを pH7に 40°C5分間反応させた後， 96。C に7
i待隠加熱したものである.No. 3 i>＇よび 4はグリシン無添加の 3-DG に対して CySH添加の
有無の場合の影響を倹討したものである．
実験結采によると， No.2の O.D.はNo.1のそれの約3倍を示し，その着色は階揚色となっ
たのに対し， No.1のそれは黄色であった．このことは上記と詞犠に CySHが 3D-Gと優先的
に反応してグリシンの 3-D-Gに対する反応をi阻止していることを示している．





一定濃震の 3D-G溶液の O.lmlにTBA；燐酸溶液 9mlを加え，さらに lMクヱン竣ソー ダ、
溶液 5mlb、よび重炭酸ソーダ粉末を加えて pHを調整し金量を 15mlとした後， 96°C以上に15
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一定濃度のふDG溶液に O.OlMCySH溶液を滋量加え， さらに lM クエン殻ソーダ溶液
lOml j当、よび重炭酸ソーダ粉末を加えて pHを7に誠整L,40°Cで10分間反応させた後 O.OlM
モノヨード酢酸 20ml添加し 40°Cに5分間放i丘後1096境竣溶液で pHを5.8に下げて全波を 50
mlとした．その 5mlにTBA5mlを添加し，これを lN塚竣溶液または ソーダ粉末によ
って pH1～7に調整し 100°Cに15分間加熱し冷却後一定量 （30ml）として 443mμ でその O.D.
を測定した（A）.対照は CySHの代りに蒸潟水を使用し，その他の条例コはすべて（A）と伺じよ
うに処理した（酌．
実験結果の 1例を Fig.4で示す．この閣から次のことが考えられる.pH 4付近にふ、いてB-A
の｛査は最も大きくなったーこのことは pH4付近で CySHの添加効来が最もよく保持されてい
ることを示すものといえよう．これに対して pH2～3ではち－A の値が小さい．すなわちこの
pHの領域では CySH添加の効果が最も少いことを示すわけである．これは pH7で－Jl3-D G 
に反応した CySHがこの｛添い pHで， 100°c,15分間の加熱処理により遊離し，したがって碍び


























Fig. 4. Effect of Cysteine at various pHs on the Browning Reaction between 
3-Dcoxyglucosone and Glycine. 
2) 3-D-Gに対する CySHの反応援について
一定濃度の 3D…G 溶液（5.6×10-3M）にそれぞれ1/3'1/2' 1, 2i>＇よび 4fきのそノレ濃疫土色







日間熟成した生ミソ 500gを80°Cに20b－よび30分間加熱（No.1 i>＇よび 2),85°Cに20b－よび
30分路加熱（No.3 b－よび4）したものを放冷した後，それぞれに 193mgの CySHを添加して
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Fig. 5. Eff，巴ctof Concentration of Cysteine on the Browning Reaction between 
3-Deoxyglucosone and 2-Thiobarbituric Acid. 
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